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第３８７回 
株式会社テレビ新潟放送網 

放送番組審議会 

 

１ 開催日時 ２０２２年４月２５日（月） 

２ 開催場所 テレビ新潟本社 

３ 委員総数 ８人  出席委員 ７人 

  出席委員 

若杉 隆平 委員長   田村 明子 副委員長 

    德山隆太郎 委員    富田 智晃 委員 

    大久保千春 委員    本宮 宏美 委員 

     迫  一成 委員         

 会社側出席者 

代表取締役社長              小山 章司 
取締役コンテンツ本部長          寺内 邦彦 
コンテンツ戦略局長兼番組審議会事務局長  羽田  朗 
報道制作局長               竹野 和治 
報道制作部制作チーム担当部長       須山  司 
合評番組プロデューサー          倉島  実 
事務局             道場拓哉  坂上 寿史 
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４ 議 題 

１） 番組合評 

「佐渡推し！世界遺産へ深掘り金銀山」  

   (２０２２年３月２０日（日）１５:００～１５:５５放送）  

２）会社報告 

①３月の視聴者の意見      （報告：番組審議会事務局） 

②講じた措置、議事概要の公表    （報告：番組審議会事務局） 

③訂正放送、取り消し放送の有無  （報告：番組審議会事務局） 

３）その他 

 

５ 審議の概要 

  会社側からは、「昨年のうちに『佐渡島の金山』の世界文化遺産登録 

  へ向けた国内推薦が決定するのではないかという憶測があったため、 

  本来は昨年１２月に放送を予定していた番組だった。その後、外交 

問題に発展するなど、ぎりぎりの中で国内推薦が決定した。決定に 

至るまでの与党内での攻防のようなことを取り上げることも考えた 

が、推薦決定後の佐渡の方々からの『佐渡の魅力が伝わってほしい』 

という声を受け、佐渡や佐渡金山の魅力に特化し、さらに佐渡に詳 

しいＮｅｇｉｃｃｏのＭｅｇｕさんの力も借りながら、最近の新し 

い魅力を伝える番組にした。制作にあたっては、佐渡金山が推薦さ 

れ佐渡の皆さんが喜んでいること、知られざる佐渡金銀山、課題が 

あるということ、この３点を伝えたいと考えた。」という趣旨の説明 

があった。 

 

（委員の意見） 

●経緯や政治的問題など硬めの内容と、地元の喜びや期待感など明るい

情報で、今の佐渡の状況を伝えようとしている誠意が伝わった。 
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●中継のやり取りがＶＴＲと似通ったものが多く、もったいなく感じた。 

●世界遺産登録が本当に良いことなのか考えるきっかけになった。 

●金銀山や歴史は若い人が興味を持ちにくかったのではないか。「佐渡推

し！」というタイトルなので、もう少しポップな内容があったほうが

よかった。 

●ストーリーに一貫性が感じられず、国内推薦が決まって急いで作った

番組なのかなという印象があった。 

●生放送なので、Ｍｅｇｕさんも緊張していて、話すことがセリフのよ

うになっていた。 

●佐渡金山というと新潟の人にとっては「またか」という感じもあるが、

その割によく知らない。もうちょっと知りたいという場面がたくさん

あった。 

●限られた時間の中で、佐渡金山の歴史や国内推薦までの道のり、登録

までの課題、ディープなスポットなども取り上げられており、とても

興味深い内容だった。 

●鯛をのせたご飯に自然薯をかけて食べる「芋汁鯛」は、佐渡に行って

みたいと思わせるインパクトがあった。 

●地域住民の方の取り組みが丁寧に取り上げられていて好感を持てた。 

●世界遺産の課題の中で富岡製糸場のみを取り上げていたのはなぜか。

せっかくの報道特別番組だったので他の世界遺産の現状も取り上げて

ほしかった。 

●世界遺産登録をきっかけに歴史を学ぶ、食や観光など佐渡の魅力を伝

える、島の在り方を問うなど３つくらいのコンセプトをそれぞれ番組

にしてもよかったのではないか。 

●切り口がたくさんあり情報量も多かったので、どういう風に見ればい

いのか迷いながら見る感じだった。 
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●国内推薦が決まったこの時期に、３６０度見渡して報道したという意

味ではタイムリーだった。 

●１回の番組にしては多すぎるので、焦点を絞りながら様々な番組を作

っていく出発点にするといいのではないか。 

●パネルを用いた解説やアナウンサーの説明など、視聴者にとってイン

フォマティブな部分があったのはよかった。 

●Ｍｅｇｕさんがディープスポットを紹介していたが、実際に本人が現

地に行ったほうがよかったという気がした。 

 

６ 会社側の報告 

１）放送番組に関して申し出のあった意見の概要 

 ３月……２３３件 

  

 ２）訂正放送、取り消し放送の実施状況 

前回審議会の開催日(２０２２年３月２８日) から、  

昨日(２０２２年４月２４日)まで総務省に届け出た 

訂正放送、取り消し放送はありませんでした。 

 

７ 審議機関の答申または意見（前回審議会）に対してとった措置 

１） 前回第３８６回審議会では「ドキュメント新潟 夢をつかんだ

トリプルコーク 平野歩夢 金メダルへの軌跡」を審議いただき、

委員の意見は議事概要にて記者、制作スタッフ、社内に周知し

ました。 

２） 番組審議会議事録を全社員・スタッフに回覧しました。 

 

８ 今回の第３８７回放送番組審議会の公表 

１） テレビ新潟本社、長岡支社、上越支局の県内事業所に 

議事概要の書面を準備しています。 
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２)   当社のニュースで審議会の概要を放送します。 

３） ＴｅＮＹホームページに議事概要を掲載します。 

  

９ 参考事項（委員への配布資料） 

・第３８６回番組審議会議事録 

・３月の視聴者からの意見、問合せ等の集計表 

・ＢＰＯ報告（Ｎｏ.２３６） 

・民間放送新聞（２２０１号） 

以上 


